
６.今後のスケジュール

◆委員構成は、地盤工学や法律の専門家である学識者など６名で構成。

５.専門家会議審議フロー

熊本駅西土地区画整理事業地内地質調査経費について

◆当該地は、市で施行した土地区画整理事業であることに鑑み、地内の擁壁の
傾き等について、地権者の不安軽減を図り、安心・安全を確保するために、
現地調査や専門家会議を行うもの。
◆具体的には、擁壁変状箇所の背面・基礎盛土の状況を確認するための地質調
査を実施し、調査分析結果から得られた土質の物性値を用いることにより、
現状及び将来的な擁壁の安全性評価を行うもの。

1.背景と目的

３.調査範囲及び箇所・調査方法について

資料Ａ-４

２.場所と経緯

◆熊本駅西土地区画整理事業区域内が対象地である。

【経緯】
〇平成23年3月 造成工事完了
〇平成23年9月 擁壁変状の申出
〇平成28年4月 熊本地震発生
〇平成28年5月 地震被害の申出
〇平成28年6月 調査実施
〇令和 2年8月 再度の申出

◆事業区域内において、現地視察での当該地における地形特性の把握等を
踏まえた上で、調査範囲を決定。

◆調査範囲のうち、特に平成28年熊本地震時の擁壁変状箇所において、
調査箇所(13箇所)を決定。

◆擁壁変状箇所近傍において、現状の擁壁安全性評価を行うことを目的
として、調査方法(分析含む)を決定。

４.専門家会議委員構成

◆会議では、現地の地質調査の場所、調査方法、検証手法、調査結果の評価等
を審議していく予定である。

図１.対象箇所

表１.委員構成一覧表

図２.審議フロー

◆会議は非公開として進めていく予定。なお、結果については公表していく予定。

表２.工程表
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◆第1回会議は、7月30日14時より、くまもと森都心プラザにて開催済。


